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高さ約3Omの壮麗な滝。
大人気スポット！
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N

散策コース

01

04

03

05

06

07

08

02

昇仙峡ロープウェイ

カフェ
テロワール

金櫻神社

夫婦木神社

市営無料駐車場

荒川ダム

［仙娥滝駅］

板敷渓谷

能　泉　湖

県営無料駐車場

昇仙峡影絵の森美術館

昇仙峡物語 円右衛門伝承館

石門

羅漢寺

渓谷沿いの
奇岩・奇石

猿石

長潭橋

市営無料駐車場

天鼓林

弥三郎岳

覚円峰

［パノラマ台駅］

昇仙橋

（夢の松島）

P

P

P

五百羅漢

昇
仙
峡
グ
リ
ー
ン

ラ
イ ン

36O度の絶景パノラマを
楽しめる♪

覚円峰の
眺めが抜群！！

大正1４年に
完成したレトロな
アーチ橋

長田円右衛門の碑

昇仙峡滝上バス停

昇仙峡口バス停

甲府市街へ

甲斐市街へ

グリーンライン昇仙峡バス停

水晶の噴水

土産店が
いっぱい♪

迫力満点！
巨大な花こう岩の
石門をくぐろう
　　

昇仙峡へは、JR甲府駅からグリーンライン経由昇仙峡行き
バスに乗り、昇仙峡滝上バス停にて下車

仙娥滝

0 1
昭
和
39（
1
9
6
4
）年
に
運
行
を
開
始

し
た
長
い
歴
史
が
あ
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
。標

高
1
0
5
8
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
の
パ
ノ
ラ

マ
台
駅
ま
で
は
約
5
分
の
空
中
散
歩
。窓

か
ら
は
四
季
折
々
の
自
然
が
眺
め
ら
れ
る
。

0 5

花
こ
う
岩
の
岩
肌
を
削
る
よ
う
に
落
下

す
る
落
差
約
30
メ
ー
ト
ル
の
滝
。仙
娥
と

は
中
国
神
話
に
登
場
す
る
月
に
行
っ
た

女
性
嫦
娥
の
こ
と
。名
前
か
ら
も
神
秘

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ
る
。

0 6
弘
法
大
師
空
海
の
作
と
い
わ
れ
る
岩
正
五

百
大
阿
羅
漢
の
木
彫
像
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
1
5
4
体
が
現
存
し
、像
底
に
は
応

永
30（
1
4
2
3
）年
の
墨
書
が
あ
る
阿

弥
陀
如
来
坐
像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

石
門

昇
仙
峡
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
の
パ
ノ
ラ
マ
台
駅
か

ら
徒
歩
約
20
分
。弥
三
郎
岳
の
山
頂
か

ら
は
、富
士
山
、南
ア
ル
プ
ス
、金
峰
山

な
ど
の
山
々
が
一
望
で
き
、3
6
0
度

の
絶
景
が
楽
し
め
る
。

覚
円
峰

（
夢
の
松
島
）

02

渓
谷
沿
い
の

奇
岩
・
奇
石

長
潭
橋

仙
娥
滝

08

0 7
渓
谷
沿
い
の
遊
歩
道
か
ら
は
、数
々
の
奇

岩
・
奇
石
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。亀
石
、

オ
ッ
ト
セ
イ
石
、大
砲
岩
な
ど
名
前
も
ユ

ニ
ー
ク
。イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

探
す
の
が
楽
し
い
。（
写
真
は
猿
岩
）

羅
漢
寺

03

仙
娥
滝
を
過
ぎ
る
と
間
も
な
く
見
え

て
く
る
、巨
大
な
花
こ
う
岩
が
天
然
の

ア
ー
チ
状
に
な
っ
て
い
る
石
門
。ア
ー
チ

の
先
端
部
が
わ
ず
か
に
離
れ
て
い
る

が
、絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。

大
正
14（
1
9
2
5
）年
完
成
の
橋
。昇

仙
峡
の
玄
関
口
で
あ
り
観
光
の
歴
史
を
物

語
る
風
情
が
あ
る
。戦
前
に
完
成
し
た
県

内
の
三
つ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
道
路
橋

の
一
つ
。土
木
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

0 4

覚
円
峰
の
名
称
は
、そ
の
昔
、僧
侶
覚

円
が
頂
上
で
修
行
し
た
こ
と
に
由
来
。

遊
歩
道
の
途
中
に
あ
る
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

「
夢
の
松
島
」か
ら
見
る
直
立
約
1
8
0

メ
ー
ト
ル
の
覚
円
峰
は
大
迫
力
。

甲府駅からバスに乗り

「昇仙峡滝上」に向かえば、標高が上がるほどに

周囲には豊かな自然が溢れ、見事な景観が広がります。

やがて山中に現れる昇仙峡は、

まるで水墨画に描かれているような幽玄の世界。

自然が長い時間をかけてつくり出した絶景と、

そこに息づく歴史や文化を感じながらてくてくと…。

　東京から昇仙峡の散策に来ていたご夫妻に会いました。
旅行が大好きで、山梨には何度か来ているというお二人。「昇
仙峡は初めてですが、私は川の流れの音や渓谷の風景が好
きなので大満足です。明日は金櫻神社や荒川ダム方面を見
て回ろうと思っています。お土産にはワインを買おうかな」（ご主
人） 「以前、主人が甲府から水晶を買ってきてくれたことがあ
るんですよ」（奥さま）と優しい笑顔で話してくれました。

弥
三
郎
岳

じ
ょ
う
が
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昇
仙
峡 

長
潭
橋

こ
の
絶
景
の
中
に
身
を
置
き
、い
ま
昇
仙
峡
の
旅
が
始
ま
る

特別名勝「御岳昇仙峡」。その美しき渓谷は、長潭橋から始まる。全盛期には、渓谷に沿って全長約5kmの道のりを
多くの観光客が仙娥滝を目指して歩き、観光遊覧トテ馬車が、ひづめの音を響かせていた。現在の昇仙峡は仙娥滝
周辺が栄え、長潭橋には、かつてのにぎわいはないが、大正14（1925）年の完成以来、この地の歴史を見守ってきた
県内最古のコンクリートアーチ道路橋は、静かな威厳を感じさせてくれる。四季折々の自然が織りなす風景に奥行き
を与え、見る人の心に大切な何かを語りかけてくるような、この橋から始まる昇仙峡の旅。今こそ訪れてみたい。
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